
 

[話題提供]水中ビデオカメラシステムによるクニマス産卵場モニタリングシステムの構築 

[要約] 西湖湖底のクニマス産卵場をリアルタイムに観察できる水中ビデオカメラシステ

ムを構築した。本システムの運用により、クニマス来遊状況やウナギによるクニマス卵へ

の食害状況について精度の高いモニタリングが可能となる。水中ビデオカメラシステムは、

モニタリングする上で優れたシステムである。 
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[背景・ねらい] 

西湖におけるクニマスの保全に資するため、クニマス産卵場をリアルタイムに観察でき

る水中ビデオカメラシステムを構築し、クニマスの産卵状況やウナギによる食卵状況をモ

ニタリングする。  

 

[成果の内容・特徴] 

1. クニマス産卵場湖底をリアルタイムに観察できる水中ビデオカメラシステムを構築し

た（図 1）。 

 

2. 水中ビデオカメラシステムは、これまでの調査に用いていたタイムラプスカメラ（撮

影間隔 30 秒～1 分）と比較して、連続データが得られること、より鮮明な画像が得ら

れることから、観察可能日数や確認尾数が多く、より正確な情報が得られるためモニ

タリングを行う上で優れている（表 1、図 2）。 

 

3. 水中ビデオカメラシステムによる観察で、1 画面中に最多で 8 尾、4 ペアのクニマス

と、1 尾のウナギを確認した。 

 

4. これまでタイムラプスカメラ（撮影間隔 30 秒～1 分）では確認されなかったカワウが

頻繁に観察され、カワウによるクニマス親魚捕食の状況が明らかとなった（図 3）。 

 

[成果の活用上の留意点]  

なし 

 

[期待される効果] 

 クニマス保全の基礎資料となる。 

 



 

 [具体的データ] 

 

図 1 水中ビデオカメラシステムの模式図 

 

表 1 撮影方法別の画像の見え方の比較（2021 年） 

 

 

 

  

図 2 カメラ別のクニマス最多個体数の推移    図 3 クニマス（上）とカワウ（下） 
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